
次に昭和 47年～ 63 年の月別平均流量を図 5― 10 および表 5― 6に示す。こ

れによると３、４月の融雪期と６、７月の梅雨期が多く、とりわけ 7月の流量は

年平均流量の２. ３倍に達し、年間 18.9% を占めている。この間７月の平均流量が

500 /s を超えたのは昭和 47年、58年、60年、61年の４回であり、逆に 100

 /s を下回ったのは昭和 48 年、49 年、51 年、52 年の４回であり、特に昭和

48年は空梅雨となり６月 57.31 /s、７月 44.39 /s と流量は非常に少ない。

③水位（H）一流量（Q）曲線

川平観測所における水位と流量の関係式の推移は次の通りである。

昭和 53年（適用期間１・１～ 12・31）

…………………Q=140.08（H― 0.91）2

[ 適用水位１.31 ～２.05m]

昭和 55年………Q=106.88（H― 0.87）2



昭和 60年（適用期間１・１～７・６）

…………………Q=163.41（H― 1.00）2

[ 適用水位 1.00 ～ 3.30m]

平成元年（適用期間１・１～７・12）

…………………Q=106.18（H― 0.65）2

[ 適用水位 0.65 ～ 3.81m]

④流出率

江の川の昭和 44年～ 63 年における年間流出量は表５―５に示した通りで、多

い年で 7,000 × 106を越え、少ない年では 3,000 × 106を下回っている。こ

の中で流域平均降水量が最高値を示す昭和 47年の場合をみると、2,443.0 mm、川

平を基準とした流域面積が 3,849.0であるから流域総降水量は 2,443.0 mm×

3,849.0＝ 9,403 × 106である。川平における年間流出量は 7,441.30 × 106

であるから、流出率は7,441.30 × 106÷9,403× 106 =0.79 となる。また、

この 20 年間に降水量が最も少なかった昭和 48 年の流出率は 0.47 を示し、この

20年間の平均流出率を求めると 0.69 となり、この程度が平年の流出率と考えられ

る。

⑤洪水波の伝播

図５― 11は昭和 47 年７月豪雨災害時の浜原ダムにおける雨量・水位・流量の

時間変化を、図５― 12は昭和 58 年７月豪雨災害時の江の川下流域における時間

雨量と水位変化を示したものである。それによると江の川下流における水位のピー



クは流域降水量のピークよりも約 12時間遅れていることが分かる。本川は流路延

長が長いため洪水波の伝播が遅いが、上流の流域面積が全流域の３分２を占める

ことと、その形状とから水位の上昇は非常に高い。たとえば、昭和 58年 7月豪雨

において、大津で時間雨量最大 45 mmを記録した 11 時間後に川本で最大 14.35m

を記録している。
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